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　主たる研究テーマは高等教育政策や生涯学習政策で、研究
フィールドはカナダ、アメリカ及び日本です。高等教育政策
については、これら３か国の大学政策に関する研究を行って
います。例えば、高等教育分野における学習支援環境として、
ラーニング・コモンズの発展と変容に関する国際比較や、大
学の認証評価制度の国際比較、あるいは職業人のリカレント
教育プログラムなどの国際比較研究に取り組んでいます。ま
た、生涯学習研究としては、カナダや日本における学校、博

　国際比較研究を行うと、日本の状況や特徴を捉える際にと
ても参考になります。一方、なぜ海外の状況を調べるのか、
この点を常に意識していることもまた重要です。さらに教育
文化関連施設の有り様を理解するには、当該社会の有り様や
教育文化施設を取り巻く周辺の制度についても深い関心を持
つことが求められます。多様な視点から研究対象を俯瞰した
い学生さん、ぜひチェレンジしてみませんか。

　研究フィールドであるカナダは、歴史的に見ると、イギリ
スとフランスに起源を持つ教育制度を発達させてきました。
ここに隣国アメリカの強い影響が加わり、現在、極めて多様
性に富んだ教育が展開されています。これからの日本には多
様性が重要なキーワードという観点からカナダの教育状況に
ついて論文等を通じて情報発信をしています。さらに第２次
世界大戦時の日系カナダ人の歴史を現代社会に伝える活動も
続けています。

｜  メッセージ

物館や図書館などの教育文化関連施設の発展・形成過程につ
いて研究を行っています。例えば、第２次世界大戦中に強制
収容された日系カナダ人の学校教育の状況を明らかにするこ
とによって、日系カナダ人のアイデンティティ形成と学校教
育との関係性を検討しています。さらに、生涯学習の観点か
ら超高齢社会における公共図書館の果たす高齢者サービスに
ついても取り組んでいます。


